
Course number 　U-LAS52 10002 LJ22　

 Course title
 (and course
 title in
 English)

博物館展示論
Museum Exhibition: Design and
Communication

Instructor's
name, job title,
and department
of affiliation

 The Kyoto University Museum
 Associate Professor,SHIOSE TAKAYUKI
 The Kyoto University Museum
 Assistant Professor,ITO TSUYOSHI

 

　Group  Career Development 　Field(Classification) Museum Studies National Certification Course

 Language of
 instruction  Japanese 　Old group  Group A

 Number of
 weekly
 time blocks 

 1

  Eligible students  For all majors  Target year 2nd year students or above

　Number of credits  2

  Year/semesters  2025・First semester 

 Days and
 periods  Wed.3

  Class style Lecture
 (Face-to-face course)

 

 [Overview and purpose of the course]
博物館における具体的な展示事例を挙げ、企画から広報の仕方、レイアウトからキャプションの書
き方まで展示の計画や設計を体験的に学ぶ。また、展示に必要な媒体の選択、観衆への配慮、展示
資料の管理に至るまで、博物館展示に必要な一連の流れを網羅的に理解することを目的とする。さ
らに映像やVR、生成AIなどの最先端技術を博物館展示デザインにどのように持ち込めばよいか、
試行的な取り組みも含めてその使用方法を習得し、博物館展示の多様な社会的意義についての理解
を深める。

 [Course objectives]
博物館における展示機能について、コミュニケーションデザインの観点からその意義と使命を理解
する。とくに歴史的経緯から令和4(2022)年の博物館法改正まで、博物館がおかれている状況変化を
抑え、さらに生成AIをはじめとする最先端技術の積極的導入により、社会教育において果たす博物
館の現代的意義への理解をキャリア形成に活かせるよう理解を深める。

 [Course schedule and contents)]
以下のような課題について、１課題あたり１～２週の授業をする予定である。

1.展示とはコミュニケーションデザインである
2.展示の意義（歴史的背景～法改正）
3.展示の計画（企画～広報）
4.展示の設計（レイアウト～キャプション）
5.展示の媒体（アナログ～デジタル）
6.展示の観衆（動線設計～アクセシビリティ）
7.展示の管理（修復保存～評価）
8.展示と技術（伝統的技法～生成AI）
（うち2回、伊藤先生担当予定）

大学博物館における具体的な展示事例を挙げ、企画から広報の仕方、レイアウトからキャプション
の書き方まで展示の計画や設計を体験的に学ぶ。また、展示に必要な媒体の選択、観衆への配慮、
展示資料の管理に至るまで、博物館展示に必要な一連の流れを網羅的に理解することを目的とする。
さらに映像やVR、生成AIなどの最先端技術を博物館展示デザインにどのように持ち込めばよいか、
試行的な取り組みも含めて紹介する。授業中は、 ICTツールを使用して積極的に相互の意見交換を
可能とし、個々人が生成AIと協働的に展示企画を検討するなども実施予定である。なお，授業回数
はフィードバックを含めて全15回。

Continue to 博物館展示論(2)↓↓↓



博物館展示論(2)

 [Course requirements]
学芸員資格の取得を目的とする学生、ならびに博物館に興味関心を持つ学生を対象とする。

 [Evaluation methods and policy]
平常点（30%）＋中間レポート（30%）＋筆記試験（40%）で評価する。
資格取得に関わるキャリア科目であるため、平常点は10回以上の出席と授業内討論への積極的な参
加を評価対象とする。

 [Textbooks]
Not used
 [References, etc.]
  （References, etc.）
デビット・ディーン 『美術館・博物館の展示　理論から実践まで』（丸善出版）ISBN:978-4-621-
07362-9

 [Study outside of class (preparation and review)]
学芸員資格の取得を目的とする学生ならびに博物館に興味関心を持つ学生の場合、日頃より、積極
的に博物館・美術館・水族館・植物園・動物園など博物館相当施設に足を運び、展示手法などの調
査・見学を自主的に行うことが望ましい。

 [Other information (office hours, etc.)]
 


